
学力向上に係る効果的事例 
 

      「個人カード」を活用した個に応じた指導の充実 
                             【東部教育事務所】 

 

１ 学校、学年、教科  小学校、全学年、国語・算数 

 

２ ねらい   学級担任が児童の学力の実態を把握し、個に応じた指導の充実を進める。 

 

３ 取組内容  

 ● 「個人カード」を活用した個に応じた指導の充実 

   本校では、教育に関する３つの達成目標「学力」達成目標（読む・書く・計算） 

  をもとに、「個人カード」作成し、児童一人一人の学力を把握し、個に応じた指導 

  を推進している。 

   各学年でどの程度到達目標が達成できたかを、「個人カード評価のてびき」をも 

  とにチェックし、個別指導に役立てる。また「個人カード」は、次学年に申し送る。 

   次学年の担当は、全学年までに達成できない項目に着目し、基礎学力が定着できる  

  ように支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              【計算】個人カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             【読む】個人カード 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    【読む】評価のてびき ５，６年 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「個人カード 評価のてびき」       

 

４ 成果と課題 

  個人カードの取組を始めることによって、各担任が児童の学習状況をより具体的に 

 把握できるようになり、指導方法や個別支援の方法が変わってきた。 

  ３つの達成目標検証テストや埼玉県学習状況調査において、取組の成果が表れてき 

 ている。特に計算において成果が顕著であった。 

  今年度は、保護者にも「個人カード」を配布した。今後、家庭学習定着の取組も含 

 め、保護者との連携を深めていきたい。 

 


